
○　教科に関する調査（全国の平均正答率との差）

【国語】 町平均

全国平均

【算数】

小学校
令和７年度　全国学力・学習状況調査

（各教科観点別等の状況）結果 愛南町

言葉の特徴や使い方に

関する事項

情報の扱い方に

関する事項

我が国の言語文化に

関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

知識・技能

思考・判断・表現

数と計算

図形

測定

変化と関係データの活用

知識・技能

思考・判断・表現



○　教科に関する調査（全国の平均正答率との差）

【理科】 町平均

全国平均

小学校
令和７年度　全国学力・学習状況調査

（各教科観点別等の状況）結果 愛南町

「エネルギー」を柱とす

る領域

「粒子」を柱とする領域

「生命」を柱とする領域

「地球」を柱とする領域

知識・技能

思考・判断・表現



○　児童質問調査（全国の平均回答率との差：肯定的な回答）

町平均

全国平均

○　結果の分析と改善策

小学校
令和７年度　全国学力・学習状況調査

（学習や生活の状況）結果 愛南町

平日、授業以外に
１時間以上勉強する

教科に関する調査では、昨年度課題の見られた国語の「言葉の特徴や使い方に関する事項」「話
すこと・聞くこと」の項目が、今年度は全国平均を上回っており、授業において課題克服に向けた
活動に取り組んだ成果が表れている。一方、算数の「数と計算」「変化と関係」の項目が、全国平
均を大きく下回っている。今後、児童一人一人の結果を詳細に分析し、課題を明らかにした上で、
知識及び技能の確実な定着と、それを基盤とした思考力、判断力、表現力等の向上を相互に関連付
けた授業づくりなど、学びの質を高める取組が望まれる。
児童質問調査では、多くの項目において、全国平均を上回っている。特に「授業でＩＣＴを週３

回以上使用した」「平日、授業以外に１時間以上勉強する」「将来の夢や目標を持っている」の項
目が全国平均を大きく上回っており、キャリア教育やＩＣＴを活用した授業の実践研究が推進され
ている成果がうかがえる。今後も、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることで、
児童にとって「分かる」「できる」を実感できる授業となるよう、「主体的・対話的で深い学び」
の視点に立った授業改善をより一層推進することが望まれる。

人の役に立つ人間になりたい

理：授業内容はよく分かる

算：授業内容はよく
分かる

学校に行くのは楽しい

国：授業内容はよく
分かる

授業でＩＣＴを週３回以上
使用した（ほぼ毎日を含む）

将来の夢や目標を持っている

課題の解決に向け、自ら考え、
自ら取り組む

読書は好き


